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まえがき 

 

船舶の建造や修繕の現場では、電気機器あるいは配電線の絶縁性能を計測し、そ

の健全性を示すことが求められる。この検証作業で実施されるのが絶縁抵抗計測であ

る。この計測では従前、メガーと呼ばれる絶縁抵抗計を使って 500V の直流電圧を計

測対象に加えて計測がなされてきた。絶縁抵抗が一定値を下回る場合は、漏電による

感電等の事故発生につながるリスクがあるため、絶縁性能回復のための作業が行わ

れる。例えば回転機器であれば、分解洗浄・ワニス含侵処理といった作業があり、電路

であれば、電線の張替作業が行われる。こうした取り組みにより、我が国の船舶の電気

的安全性が担保されてきた。 

ところで、船舶の電装品として半導体製品が多用されるようになって久しい。航海計

器や無線機器はもちろんのこと、電源アダプターや無停電電源装置、さらには補機類

の制御に使われるインバータも電力用半導体で構成される機器である。一部の半導

体には高電圧に耐える製品があるものの、一般的に半導体を使った回路は低電圧動

作をしており、外部から高電圧を加えることは故障の原因になりえる。このため、例え

ば電路の絶縁抵抗計測を行う場合、高電圧印加によるダメージ発生を回避するため、

電路から機器を取り外した上で絶縁抵抗計測を実施する必要がある。しかし、修繕等

の現場では、配電部の取り付けネジが固着するなどして、機器を容易に取り外すこと

が出来ない状況も少なからずある。こうした状況で絶縁抵抗計測を実施して “取り外

せなかった機器” に 500V のショックが加わることで、機器を損傷しないかという心配の

声が当協会に多く寄せられていた。 

また、絶縁抵抗計測の意義や手順について改めて確認したい、新人教育用として適

切な資料が欲しい、といった要望もあった。 

こうした背景から、日本船舶電装協会では日本財団の助成を受け、「絶縁抵抗測定マ

ニュアルの作成に関する調査研究委員会」を設置し、絶縁抵抗試験に関する広範な

調査を実施した。その上で、絶縁抵抗計測に関する注意事項をまとめたハンドブック

ならびに動画資料を作成した。本資料が日本船舶電装協会会員各社ならびに関連す

る企業、機関に有効に活用され、船舶の電気的安全性・健全性が今後も維持されるこ

とを願う。 
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